
被 氏 名  福　島　太　郎

災 所属消防団（階級）  ○○市町村消防団　第４分団　団員

団 災 害 発 生 の 日 時  平成○○年○○月○○日（日）　午前６時００分

員 災 害 発 生 の 場 所  〇〇市〇〇字○○２０番地（〇〇中学校グランド）

災

害

の

状

況 （確認方法）

職名　○○市町村消防団長

氏名　　　　　伊　達　三　郎　　　　　　印

　   平成○○年○○月○○日

　市町村消防団事務局及び第４分団長からの状況報告の結果を、当人より聞き

取り肉離れであることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　・いつ

証明者の目線で作成　　　　　・誰から　　　　報告を受けた

　　　　　　　　　　　　　　・その後、どのように確認したか

 上記のとおり事実と相違ないことを証明します。

　以上のとおり、第４分団の福島団員が、負傷した事実を証明いたします。

【例示】

事　実　証　明　書

　平成○○年○○月○○日（木）、市町村消防団事務局より、第４分団の福島

太郎団員が、ポンプ操法大会に向けての訓練中、右足を負傷した旨の報告を受

けました。

　その後、第４分団の役所分団長に、負傷に至るまでの経緯を聞き取るなどい

たしました。

　負傷の状況については、早朝訓練を開始し、その後、午前６時頃に、福島団

員が２番員として訓練中、第２線延長開始後、後方に体の向きを変えて発進し

20ｍくらいダッシュした後、右足大腿部裏側に痛みを感じ、その後足を引きず

るようになったと報告を受けました。

令和

令和　令和〇年〇月〇〇日（月）、市消防団事務局より第〇分団の福島太郎団員が、
前日の令和〇年〇月〇〇日（日）の夜間に発生した建物火災に出動した際、右膝を
負傷した旨の報告を受け、その後、第〇分団長に負傷に至るまでの経緯を聞き取るなど
しました。
　災害発生の状況については、消火作業のため水利から火点近くまでホースを延長し
ていたところ、足元が暗かったため、途中の地面のくぼみにつまずいて転倒し、右膝を
負傷したとの報告を受けました。

　以上のとおり、第〇分団の福島太郎団員が負傷した事実を証明いたします。

（確認方法）

　市消防団事務局及び第〇分団長からの状況報告及び医師の診断書から
右膝内側側副靭帯損傷であることを確認した。

〇〇市〇〇字〇〇地内

福　島　　太　郎　　

      　　

〇〇市消防団 第〇分団 　団員　　　

令和〇年〇月〇〇日（日）　午後７時３０分頃　

〇〇市〇〇町〇〇〇地内　　　　　　　　　　

〇〇市消防団長　　　

〇〇　〇〇　　　　　　　　　　

　令和〇 〇 〇〇

　証明者の目線で作成すること。

　※　いつ、誰から報告を受け、その後どのように確認したかを記入する。    　  

  

　


